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No.
施設所在

地
都道府県

施設種別 タイトル 取り組み内容

1 静岡県
病院

介護老人保健施設（老健）
介護医療院

チャットワーク活用による多職種との情報共有の効率化 AI・ICT等の技術の活用

2 茨城県 病院
効率よく効果的な褥瘡予防ケアで褥瘡発生率低下、残業時間削減
患者、看護師、経営者にもWIN WIN WINの在宅褥瘡ケアひたちなかメソッドでの展開

業務改善

3 京都府 病院
検査説明動画視聴システム導入が患者にもたらす効果とその検証
～職種の垣根を越えた業務改善を目指して～

業務改善
タスク・シフト/シェア、多職種連携

AI・ICT等の技術の活用

4 茨城県 訪問看護ステーション 訪問看護における働き方改革：ICT活用による直行・直帰制の実現 AI・ICT等の技術の活用

5 愛知県 訪問看護ステーション グーグルマップを活用した訪問導線の最適化 AI・ICT等の技術の活用

6 千葉県 病院
特定行為看護師を中心とするPICCチームによるタスク・シフト
～安心・安全でタイムリーな留置を目指した業務改善の取り組み～

タスク・シフト/シェア、多職種連
携

7 広島県 病院
認知症治療病棟における超過勤務時間減少への取り組み
「協働受け持ちシステム」が生み出す連携・協働の効果

タスク・シフト/シェア、多職種連
携

8 北海道 病院
入院患者情報共有電子ツールの導入
～情報収集時間の短縮を目指して～

業務改善

9 滋賀県 病院
コロナ禍を機会に捉えた
看護補助者夜勤導入による看護業務の負担軽減

タスク・シフト/シェア、多職種連
携

10 福岡県 病院
スピーキングアップ　新たな看護提供方式を導入し職員の身体的・精神的負担の軽減
～心理的安全性とOJTの確立を目指して～

業務改善

11 山口県 病院
病院全体で取り組む看護師の夜勤負担軽減への体制づくり
～育児支援制度利用者が安心して夜勤に従事できるために～

その他の工夫

12 鳥取県 病院
さまざまなタスクシフトによるナースに優しい職場作り
～多職種コラボレーション・ワークライフバランス・プラチナナース対策・・・～

タスク・シフト/シェア、多職種連
携

13 愛媛県 病院 患者の転倒転落リスクをAIで予測し多職種連携で個別ケアを実践する！
タスク・シフト/シェア、多職種連

携
AI・ICT等の技術の活用

14 福岡県 病院 サブスクリプション（定額制）紙おむつ導入における業務効率化へのとり組み 業務改善

15 大阪府 病院
がん薬物治療時のがん教育と外来待ち時間対策への取組み
－看護師が中心に医師・栄養課・リハビリ科・地域連携部と協働を実践して－

タスク・シフト/シェア、多職種連
携

16 和歌山県 訪問看護ステーション
訪問看護におけるエコーによるアセスメント導入とICTを使った医師との連携（公立羽咋病院：
2020年度最優秀受賞）・（2021年試行実施　高陽会訪問看護ステーション麒麟）携帯型エコー
を用いた排泄ケアの可視化

AI・ICT等の技術の活用

17 東京都 病院
看護配置マスターの導入により看護師長の時間外勤務削減や負担感軽減などの効果につい
て

AI・ICT等の技術の活用

18 福岡県 病院
福徳ナースの挑戦！！
～人材を活用した院内リリーフ体制の構築～

業務改善

19 神奈川県 病院 看護業務のタスクシフトにおける事務職主導の効率的な病床管理
タスク・シフト/シェア、多職種連

携

20 神奈川県 病院 プロセスフローチャートを活用した入退院支援の可視化による多職種連携の取り組み
業務改善

タスク・シフト/シェア、多職種連
携

21 愛知県 病院 病床管理ミーティングの効率化 業務改善

22 愛知県 病院
搬送ロボットを導入した看護師のカイゼン活動
―トヨタ生産方式（Toyota Production System：TPS）を基盤として―

業務改善

23 香川県 病院
高齢患者に対する離床センサー設置低減に向けた取り組み
～ナースコールデーター分析から～

業務改善

応募施設取り組み概要 資料2
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【表1】
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取り組み内容 7

3｜輸液ポンプの機器更新/統一
〇関連材料の混在/非統一による従来の問題点

〇記録ワークフローの変更

輸液ポンプにNFCリーダー/ライターをかざす

リーダーにタッチして電子カルテと関連付けを行うことで
〇輸液時間量や輸液予定量を設定
〇電子カルテの経過表に記録
※流入変更があればタッチする度に更新される

・抗がん剤投与時の注入トラブル
▶浸透圧や輸液の粘調度により注入誤差が生じる

・輸液ルートのクレンメ閉め忘れによるフリーフローに関するインシデント報告

〇輸液ルートの整理
▶曝露防止対策輸液ルート導入による曝露防止
▶全輸液ルートPVC*フリーへの変更による輸液ルート選定ミス防止
▶アンチフリーフロークリップ採用によるフリーフロー防止

〇輸液ポンプを滴下制御型から流量制御型に変更
▶薬剤の粘稠率に左右されることなく適正に注入可能
▶滴下センサーを無くすことで警報対応時間の削減

*PVCとは：
ポリ塩化ビニルのこと、耐久性に優れているのが特徴。柔
軟性を保持するためにDEHP（フタル酸ジエチルヘキシ
ル）を可塑剤として添加している。PVCフリーとは、PVC、
DEHPともに使われていないこと。
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